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民
主
党
政
権
は
八
月
十
二
日
に
「
原
子
力
安
全
規
制
に
関
す
る
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て
」
と
い
う
関
係
閣
僚
了
解
を
唐
突
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、
八
月
十
五
日
に
「
原

子
力
安
全
規
制
に
関 

す
る
組
織
等
の
改
革
の
基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定
し
、
環
境

省
に
そ
の
外
局
と
し
て
原
子
力
安
全
庁
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の

た
め
の
法
案
の
立
案
等
の
準
備
を
、「
平
成 

二
十
四
年
四
月
の
設
置
を
目
指
し
て
作

業
を
行
う
」
と
し
た
。 

 

一
方
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
（
以

下
「
畑
村
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
事
故
原
因
や
こ
れ
ま
で
の

安
全
規
制
の
問
題
点 

を
踏
ま
え
た
関
係
行
政
組
織
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
畑
村
委
員
会
に
は
、
い
ま
だ
に
「
法
規
制
の
あ
り
方
の

検
討
チ
ー
ム
」
自
体
が
設
置
さ
れ
て
お
ら 

ず
、
か
つ
、
そ
の
中
間
と
り
ま
と
め
は

「
平
成
二
十
三
年
内
」、
最
終
報
告
は
「
事
故
収
束
後
一
定
期
間
後
を
め
ど
」
と
さ

れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
原
子
力
委
員
会
に
お
い
て
も
、
本
年
七
月
か
ら
元
原
子
力
安
全
委
員
長
や

元
原
子
力
安
全
・
保
安
院
長
な
ど
か
ら
原
子
力
安
全
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
延
べ

五
回
に
わ
た
る
ヒ
ア 

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
九
月
二
十
七
日
か
ら
お
よ
そ
一
年
を
か

け
て
、
新
た
な
原
子
力
安
全
規
制
体
系
の
あ
り
方
を
含
め
た
新
原
子
力
政
策
大
綱
を

と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
、
畑
村
委
員
会
及
び
原
子
力
委
員
会
に
お
け
る
事
故
原
因

究
明
、
今
後
の
我
が
国
の
原
子
力
政
策
の
方
向
性
、
更
に
は
必
要
と
な
る
原
子
力
安

全
規
制
の
あ
り
方
自 

体
な
ど
の
十
分
な
検
討
及
び
国
民
へ
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い

な
い
状
況
に
お
い
て
、
そ
の
組
織
の
議
論
だ
け
が
先
行
し
て
進
ん
で
い
る
こ
と
に
多

く
の
国
民
は
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

 

                 

一 

本
年
六
月
九
日
の
記
者
団
の
取
材
に
お
い
て
、
荒
井
大
臣
は
事
務
所
費
問
題
に
つ 

い
て
、「
チ
ェ
ッ
ク
し
た
が
問
題
な
か
っ
た
。
私
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
は
不
十
分
な 

の
で
、
党
に
も
依
頼
し
て
再
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
た
が
、
や
は
り
問
題
は
な

い
」、
「
違
法
性
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
事
務
所
を
郵
便
物
の

受
け
取
り
に
使
っ
て
い
た
」
と
い
う
報
道
が
あ
る
が
、
実
際
、
一
年
間
に
約
何
件
、

七
年
間
に
約
何
件
の
郵
便
物
の
受
け
取
り
が
あ
っ
た
の
か
。 

 二 

一
の
よ
う
な
使
用
実
態
で
政
治
資
金
報
告
書
の
主
た
る
事
務
所
に
該
当
す
る
の 

か
。
政
治
資
金
規
正
法
の
法
解
釈
一
般
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

三 

こ
の
よ
う
な
活
動
実
態
の
乏
し
い
知
人
の
個
人
宅
を
政
治
団
体
の
主
た
る
事

務 所
と
し
て
届
け
出
、
事
務
所
経
費
を
計
上
す
る
こ
と
は
、
政
治
資
金
規
正
法
第
二
十

五
条
第
一
項
第
三
号
の
「
虚
偽
記
載
」
に
あ
た
ら
な
い
の
か
。
政
治
資
金
規
正
法

の
法
解
釈
一
般
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

  
 

右
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る
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2 

 

     

一 

「
平
成
二
十
四
年
四
月
の
設
置
を
目
指
し
て
作
業
を
行
」
っ
て
い
る
原
子
力
安

全
庁
（
仮
称
）
の
設
置
の
た
め
の
法
案
は
、 

平
成
二
十
三
年
秋
の
臨
時
国
会
又
は

平
成
二
十
四
年
通
常 

国
会
の
ど
ち
ら
に
提
出
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
あ
く
ま
で

「
二
十
四
年
四
月
の
設
置
を
目
指
し
て
」
い
る
だ
け
で
、
今
後
の
検
討
に
よ
り
、
法

案
提
出
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い 

る
の
か
。
野
田
内
閣
の
見
解
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

 

 

二 

畑
村
委
員
会
に
お
け
る
「
法
規
制
の
あ
り
方
の
検
討
チ
ー
ム
」
を
、
い
つ
設
置

す
る
の
か
、
そ
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
畑
村
委
員
会
の
最
終
報

告
は
具
体
的
に
い
つ 

頃
と
な
る
の
か
。
同
検
討
チ
ー
ム
に
お
け
る
検
討
及
び
畑
村

委
員
会
の
最
終
報
告
を
踏
ま
え
ず
に
、
原
子
力
安
全
庁
（
仮
称
）
の
設
置
の
た
め
の

法
案
の
立
案
等
を
作
業
す
る
こ
と
は
拙
速
で 

あ
る
と
、
野
田
内
閣
は
考
え
な
い
の

か
。
野
田
内
閣
の
見
解
を
理
由
と
と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

        

三 

原
子
力
委
員
会
に
お
い
て
本
年
七
月
か
ら
延
べ
五
回
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
原

子
力
安
全
規
制
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
環
境
省
に
そ
の
外
局
と
し
て

原
子
力
安
全
庁
（
仮 

称
）
を
設
置
す
る
案
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
か
ら
、
独
立
性

等
の
観
点
か
ら
妥
当
で
は
な
い
と
の
意
見
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
野
田
内

閣
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
民 

主
党
政
策
集
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
二
〇
〇 

 

 

質 

問 

 

 

一
に
つ
い
て 

 

政
府
と
し
て
は
、
「
原
子
力
安
全
規
制
に
関
す
る
組
織
等
の
改
革
の
基
本
方
針
」
（
平
成

二
十
三
年
八
月
十
五
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
平
成
二
十

四
年 

四
月
の
原
子
力
安
全
庁
（
仮
称
）
の
設
置
を
目
指
し
て
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
原
子
力
安
全
庁
（
仮
称
）
の
設
置
の
た
め
の
所
要
の
法
律
案
（
以
下
単
に
「
所

要
の
法
律
案
」 

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
の
通
常
国
会
に
提
出
で
き
る

よ
う
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

 

二
に
つ
い
て 

 

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
（
以
下
「
検
証
委

員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
法
規
制
の
あ
り
方
の
検
討
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
他
チ
ー
ム

の
作
業 

状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
検
証
委
員
会
に
お

い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
検
証
委
員
会
は
、
事
故
収
束
後
一
定

期
間
後
を
め
ど
に 

最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め
る
方
針
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
時
期
は

未
定
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 

政
府
と
し
て
は
、
原
子
力
安
全
行
政
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
回
復
と
そ
の
機
能
向
上
を

図
る
た
め
、
早
急
に
原
子
力
安
全
規
制
に
関
す
る
新
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成
二
十
四
年
四
月
の
原
子
力
安
全
庁
（
仮
称
）
の
設
置
を
目
指

し
て
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
な
お
、
検
証
委
員
会
に
お
い
て
原
子
力
安
全
規
制
に
関
す
る
組
織
の
在
り
方
に
係
る
検

証
結
果
等
が
示
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
ら
作
業
の
中
で
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。 

  

三
に
つ
い
て 

 

原
子
力
委
員
会
に
お
い
て
は
、
今
後
の
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
過
程
で
原
子
力
安
全
規
制
に
関
す
る
有
識
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
多
様

な
意
見
が 

表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
意
見
は
有
識
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
見
識
の
下
で

表
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
意
見
に
つ
い
て
の
評
価
は
差
し
控
え
た
い
。 

政 

府 

回 
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九
に
お
い
て
は
、
「
安
全
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
の
た
め
、
国
家
行
政
組
織
法
第
三

条
に
よ
る
独
立
性
の
高
い
原
子
力
安
全
規
制
委
員
会
を
創
設
す
る
」 

と
し
て
い
た

の
を
、
何
故
変
更
し
た
の
か
。
今
後
の
検
討
の
段
階
に
お
い
て
、
同
案
を
撤
回
す
る

可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
野
田
内
閣
の
見
解
を

理
由
と
と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

 

四 

原
子
力
委
員
会
に
お
け
る
新
原
子
力
政
策
大
綱
の
検
討
の
過
程
で
、
今
後
の
原

子
力
政
策
の
あ
り
方
、
安
全
規
制
の
重
点
化
の
あ
り
方
な
ど
が
今
後
議
論
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
議
論
が 

十
分
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
準
備
さ
れ
る
原
子
力
安
全
庁

（
仮
称
）
の
設
置
の
た
め
の
法
案
は
、
今
回
の
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生
前
の
原
子

力
政
策
及
び
安
全
規
制
を
前
提
と
し
て
策
定 

さ
れ
る
の
か
。
他
方
、
こ
れ
ら
を
前

提
と
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
原
子
力
政
策
及
び
安
全
規
制
を
前
提
と
す

る
の
か
、
原
子
力
発
電
所
の
今
後
の
新
増
設
の
有
無
や
、
定
期
点
検 
後
の
再
稼
働

の
た
め
の
要
件
を
含
め
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

五 

こ
の
よ
う
に
、
畑
村
委
員
会
及
び
原
子
力
委
員
会
に
お
け
る
検
討
結
果
が
十
分

に
反
映
で
き
な
い
状
況
で
、
原
子
力
安
全 

規
制
に
関
す
る
組
織
の
検
討
を
急
ぐ
理

由
は
何
か
。
む
し 

ろ
、
国
民
は
、
事
故
原
因
究
明
、
今
後
の
我
が
国
の
原
子
力
政

策
の
方
向
性
、
更
に
は
必
要
と
な
る
原
子
力
安
全
規
制
の
あ
り
方
自
体
な
ど
の
十
分

な
検
討
及
び
国
民
へ
の
説
明
を
求
め
て
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
を
犠
牲
に
し
て

組
織
の
検
討
を
急
ぐ
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

  
  

右
質
問
す
る
。 

  
   

   
  

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質 

問 
 

 
 

環
境
省
の
外
局
と
し
て
原
子
力
安
全
庁
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
基

本
方
針
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
の
規
制
と
利
用
の
分
離
、
原
子
力
安
全
規
制
に
係
る
関
係

業
務
の 

一
元
化
、
事
故
発
生
時
の
初
動
対
応
そ
の
他
の
危
機
管
理
体
制
の
整
備
、
質
の
高

い
人
材
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
、
政
府
と
し
て
閣
議
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

政
府
と
し
て
は
、
基
本
方
針
に
従
い
、
所
要
の
法
律
案
の
立
案
等
の
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。 

 

四
及
び
五
に
つ
い
て 

 

政
府
と
し
て
は
、
原
子
力
安
全
行
政
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
回
復
と
そ
の
機
能
向
上
を

図
る
た
め
、
早
急
に
原
子
力
安
全
規
制
に
関
す
る
新
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

政
府
と
し
て
は
、
原
子
力
安
全
庁
（
仮
称
）
の
設
置
に
向
け
た
作
業
に
お
い
て
は
、
今

般
の
事
故
を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
仕
組
み
の
導
入
等
、
規
制
の
在
り
方
や
関
係
制
度

の
見
直
し
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
事
故
発
生
前
の
安
全
規
制
を
前
提
と
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。 

 

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
基
本
方
針
に
従
い
、
今
後
行
わ
れ
る
検
証
委
員
会
に
よ
る
検

証
の
結
果
や
原
子
力
委
員
会
に
よ
る
中
長
期
的
な
原
子
力
政
策
の
見
直
し
の
結
果
等
を
踏

ま
え
て
、 

原
子
力
安
全
庁
（
仮
称
）
が
担
う
べ
き
業
務
の
在
り
方
や
よ
り
実
効
的
で
強
力

な
安
全
規
制
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
末
を
目
途
に
成
案
を
得
る
べ
く
、

広
範
な
検
討
を
進 

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

   

政 

府 

回 

答 


